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【八幡山公園】
宇都宮市の中心部に位置するこの公園は、市内を一望で
きる「宇都宮タワー」や大型複合遊具などがあり、毎年4月
上旬から中旬にかけて、園内に植えられた約800本のソメ
イヨシノが一斉に花開き、市内外
からの大勢の花見客で賑わい
ます。
また、ぼんぼりに照らされた夜桜
も見応えがあり、お花見の名所と
して市民に愛されています。

【かまがわ川床桜まつり】
宇都宮の中心市街地を流れる釜川の「御橋」から「出雲
橋」にかけては、シダレザクラが咲き誇る、お花見の穴場
です。
2013年からは、中心市街地活性化に取り組む「宇都宮ま
ちづくり推進機構」主催の「かま
がわ川床桜まつり」が、４月上旬
に開催されています。
開催期間中、釜川に川床が設
置され、夕方にはぼんぼりが点
灯し、川面からシダレザクラを楽
しむことができます。

写真提供：宇都宮観光コンベンション協会
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さ
ら
な
る

　ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

栃木市長

鈴木 俊美
すず き とし み

巻頭言巻頭言
　

栃
木
市
は
、
平
成
22
年
の
最
初
の
合
併
か

ら
３
月
29
日
で
丸
６
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
間
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
「
み

ん
な
が
笑
顔
の
あ
っ
た
か
栃
木
市
」
を
目

指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

間
も
な
く
新
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、
今

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
成
果
を
礎
と
し
て
、

今
後
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
の
交
付
金
事
業
で
あ
る
地
方
都

市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
活
用
し
、
文

化
芸
術
館
、
文
学
館
、
統
合
保
育
園
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
等

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
圏
央
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、

格
段
に
便
利
に
な
っ
た
栃
木
Ｉ
Ｃ
に
近
接

す
る
千
塚
町
上
川
原
産
業
団
地
の
早
期
の

予
約
分
譲
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
渡
良
瀬
遊
水
地
を
は
じ
め
各
地

に
点
在
す
る
観
光
資
源
の
連
携
を
進
め
る

な
ど
、
積
極
的
な
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、
栃
木
市
内
３
病

院
の
経
営
統
合
に
よ
り
平
成
25
年
４
月
に

発
足
し
た
「
一
般
財
団
法
人
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
整
備
を
進
め
て
き
た
、

新
病
院
や
新
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

市
は
、
地
域
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確

保
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
医
療
体
制
の
整
備
に
向
け
て
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
経
営
母
体
の
異
な
る
３
病

院
（
下
都
賀
総
合
病
院
、
下
都
賀
郡
市
医

師
会
病
院
、と
ち
の
木
病
院
）
の
統
合
再
編
・

施
設
整
備
等
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
施
設
ご
と
に
予
防
、
急
性
期
・

回
復
期
、
保
健
福
祉
の
各
機
能
を
分
担
し
、

地
域
完
結
型
の
医
療
・
介
護
福
祉
事
業
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て

は
、
医
療
費
水
準
が
高
く
所
得
水
準
が
低

い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

全
国
的
に
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
市
町
村
国
保
の

赤
字
は
２
４
７
８
億
円
に
も
及
ん
で
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
医
療
保
険
制
度
の
大
改
革

が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
都
道
府

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
が
創
設
さ

れ
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
等
に
対
す
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
資
格
管
理
の
適
正
化
、
収
納
率
向

上
対
策
の
強
化
、
生
活
習
慣
病
に
重
点
を

置
い
た
保
健
事
業
の
推
進
等
を
図
り
、
国

民
健
康
保
険
の
健
全
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
均
衡
あ
る
発
展
と
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
若
者

が
集
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を

持
て
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成
26
年
度
の
本
県
の
国
民
健
康
保
険
税

収
納
率
の
状
況
に
対
し
、
前
年
度
か
ら
０
・

42
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
全
国
平
均

に
は
届
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
納
率

向
上
に
向
け
、
本
会
と
連
携
し
た
よ
り
一

層
の
取
り
組
み
推
進
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

　

本
総
会
で
は
議
長
に
さ
く
ら
市
長
の
人

見
健
次
氏
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件

と
議
決
事
項
21
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

２
月
23
日
（
火
）、
国
保
連
合
会
大
会
議

室
に
お
い
て
平
成
27
年
度
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
議
決
事
項
と
し
て
平
成
28
年
度

事
業
計
画
及
び
各
会
計
予
算
等
21
議
案
す

べ
て
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
的
確
に
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
捉
え

新
た
な
業
務
展
開
を
目
指
す

　

は
じ
め
に
、
佐
藤
栄
一
理
事
長
（
宇
都
宮

市
長
）
は
、
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
確
立

の
た
め
に
行
わ
れ
た
国
民
健
康
保
険
法
等

の
一
部
改
正
を
経
て
、
28
年
１
月
に
新
国

保
制
度
の
実
施
に
向
け
て
厚
生
労
働
省
か

ら
示
さ
れ
た
、
国
保
改
革
に
伴
う
納
付
金

と
標
準
保
険
料
率
の
算
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
及
び
国
保
運
営
方
針
策
定
要
領
案
に
つ

い
て
触
れ
た
。
こ
の
案
を
受
け
、
本
会
と

し
て
は
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
運
営
の

都
道
府
県
単
位
化
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、

次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え

も
必
須
と
な
る
こ
と
か
ら
、
機
器
の
設
置
・

整
備
に
万
全
を
期
し
て
準
備
を
進
め
て
い

く
と
述
べ
た
。
ま
た
、
保
険
者
の
期
待
に

沿
っ
た
成
果
を
上
げ
負
託
に
応
え
る
よ
う
、

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
や
情
勢
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
新
た
な
業
務
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
来
賓
と
し
て
、
栃
木
県
保
健
福
祉

部
国
保
医
療
課
長
江
﨑
牧
身
氏
が
、
同
じ

く
国
保
運
営
方
針
策
定
要
領
案
等
に
つ
い

て
触
れ
、
併
せ
て
現
在
国
保
基
盤
強
化
協

議
会
の
事
務
レ
ベ
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
で
議
論

中
の
内
容
等
を
説
明
。
さ
ら
に
今
後
の
国

保
制
度
運
営
に
つ
い
て
、
保
険
者
等
と
本

格
的
に
意
見
交
換
を
進
め
て
い
く
う
え
で

の
引
き
続
き
の
協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、

平
成
27
年
度

  

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

佐藤栄一理事長

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
可
決
承
認

「議長」さくら市長　人見健次氏 栃木県保健福祉部国保医療課長
江﨑牧身氏
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平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
  Ⅰ 報告事項
報告第１号　理事長専決事項報告について	

１　栃木県国民健康保険団体連合会積立金の処分について
２　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療
に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

３　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計(公
費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

報告第２号　規則の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について
２　栃木県国民健康保険団体連合会事務局組織規則の一部改正について
３　栃木県国民健康保険団体連合会負担金及び手数料の賦課徴収規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬明細書等二次点検業務規則の一部改正について
５　栃木県国民健康保険団体連合会柔道整復施術療養費審査支払規則の一部改正について

  Ⅱ 議決事項
議案第１号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
議案第２号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
議案第３号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第４号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入

歳出予算について
議案第５号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同

事業特別会計歳入歳出予算について
議案第６号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業

特別会計歳入歳出予算について
議案第７号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予

算について
議案第８号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入

歳出予算について
議案第９号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳

入歳出予算について
議案第10号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算

について
議案第11号　栃木県国民健康保険団体連合会積立金の処分について
議案第12号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
議案第13号　理事長専決事項委任について
議案第14号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第15号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳

入歳出予算補正について
議案第16号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険

診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第17号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療

に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第18号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同

事業特別会計歳入歳出予算補正について
議案第19号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障

害介護給付費支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第20号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障

害児給付費支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第21号　栃木県国民健康保険団体連合会役員の欠員補充について

  Ⅲ その他
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平
成
28
年
度
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

　

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域

住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
保
険
制
度
を
め
ぐ

る
情
勢
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
、
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増

高
し
、
加
え
て
経
済
基
調
の
変
化
に
伴
い
、

医
療
費
の
伸
び
と
経
済
成
長
と
の
不
均
衡

が
拡
大
す
る
な
ど
医
療
保
険
財
政
、
と
り

わ
け
国
保
財
政
は
そ
の
構
造
的
要
因
に
よ

り
他
制
度
に
比
較
し
て
大
変
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
、
財
政
支
援
制
度
の
拡
充
に

よ
り
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
都
道
府
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
国
民
健
康

保
険
の
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
よ
り
、
国
保
制
度
の
安
定
化
を
図
る

と
し
た
、「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
昨
年
５
月
に

可
決
成
立
し
た
。

　

一
方
、
同
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
５
」（
骨
太
の
方
針
２
０
１
５
）
の

中
で
は
、
医
療
費
適
正
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
強
化
と
し
て
、「
審
査
支
払
機
関
の
事
務

費
・
業
務
の
あ
り
方
」
が
盛
り
込
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
関
係
に
お
い
て

は
、
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
段
階
的
な
拡
充
、
一
定
所
得

者
の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
な
ど
を

主
な
内
容
と
し
た
地
域
医
療
・
介
護
総
合

確
保
推
進
法
が
、
昨
年
４
月
か
ら
順
次
施

行
さ
れ
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
柔

軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た

り
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て

の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
、

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強

化
を
は
じ
め
、
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進
、

保
健
事
業
の
支
援
強
化
な
ど
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
組

織
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険

者
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
よ
り
一
層
の
適
正
な
事
業
運
営
と
更

な
る
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画

は
、
保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
国
保
連

合
会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
重
点
目
標
及
び
そ
の
取
り
組
み
方
針

を
定
め
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を
高
め
る

工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な
ど
に
留

意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に
沿
っ
た
成

果
を
あ
げ
、
負
託
に
応
え
る
も
の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
に
向
け
た
事
業
・
運

動
の
展
開

⑵
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払

事
業
等
の
展
開

　

査
定
率
向
上
を
意
識
し
た
効
率
的
な
レ

セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
・
審
査
精
度
の

向
上
及
び
審
査
支
払
業
務
・
事
務
代
行
業

務
の
効
率
的
推
進

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
拡

充
及
び
各
種
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適

正
執
行

　

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、
医
療

デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
及
び
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的

な
推
進
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
及

び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
支
払
業
務
の

適
正
執
行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
へ
の

弾
力
的
対
応

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、
職
員
の
資
質

の
向
上
、
事
務
運
営
等
の
改
善



5

３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

国
民
健
康
保
険
運
営
の
都
道
府
県
単
位

化
に
向
け
た
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
に
向
け

て
保
険
者
と
連
携
を
密
に
し
、
事
務
の
効

率
化
、
調
査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報
の
提

供
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
に
す
る
た

め
、
引
き
続
き
国
保
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営
に

向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

⑵
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事

業
等
の
展
開

　

審
査
事
務
共
助
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事

務
共
助
指
導
専
門
員
及
び
審
査
委
員
の
専

門
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
知
識
の
さ
ら

な
る
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
審
査
委
員

会
へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
る
効
率
的

な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
を
図
り
つ

つ
、
審
査
事
務
共
助
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
さ
ら
な
る
審
査
の
充
実
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
払

業
務
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
代
行
業

務
に
つ
い
て
も
適
正
か
つ
効
率
化
を
図
る
。

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
更

な
る
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
保
総

合
シ
ス
テ
ム
機
能
を
活
用
し
、
保
険
者
事

務
の
効
率
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及

び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
の
効
率
化
、
さ

ら
に
は
求
償
金
の
滞
留
防
止
や
事
務
処
理

シ
ス
テ
ム
の
更
新
等
に
よ
り
第
三
者
行
為

損
害
賠
償
求
償
事
務
共
同
処
理
事
業
の
効

率
化
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請
求
対
策
支

援
業
務
の
適
正
な
事
務
の
執
行
に
努
め
る
。

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正

執
行

　

生
涯
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
等
か
ら

の
医
療
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
基
づ
く
保

健
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
栃
木
県

保
険
者
協
議
会
を
通
じ
、
地
域
・
職
域
保

険
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
保

健
事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
な
ど
、
市
町

保
健
事
業
の
支
援
を
行
う
。

　

ま
た
、
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の

支
援
を
強
化
す
る
。
併
せ
て
、
特
定
健
診

等
の
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行
に
努

め
る
。

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的

推
進
に
よ
る
保
険
者
支
援
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業

務
及
び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
支
払
業

務
の
適
正
執
行
、
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
導
入
予
定
の
「
介

護
保
険
者
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）」
等

の
円
滑
な
構
築
を
行
い
、
介
護
保
険
者
等

の
事
務
の
効
率
化
を
図
る
。

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

平
成
29
年
度
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
次

期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
更
改
の
円
滑
な
導

入
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
外
付
シ
ス

テ
ム
の
改
修
及
び
機
器
更
改
を
行
い
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
事
務
処
理
体
制
を
構
築

す
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
国
保
制
度
に
関
連
す
る

シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
処
理

体
制
を
再
構
築
し
、
新
制
度
へ
の
円
滑
な

移
行
を
図
る
。

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成
果
を

生
み
出
す
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

平
成
28
年
度
本
会
事
業
計
画
の
重
点
目
標

の
取
り
組
み
方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制

の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運

営
の
改
善
に
努
め
る
。
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平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

［備考］

合　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

平成28年度

対前年度比較増減額
（千円）

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

診
療
報
酬
支
払
勘
定

診
療
報
酬
支
払
勘
定

支
払
勘
定

支
払
勘
定

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

業 

務 

特 

別 

会 

計

介
護
保
険
事
業
関
係

業　　　　　務　　　　　勘　　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

区　　　　　　　　分
平成27年度
（千円） 予算

（千円）
前年度対比

（％）

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計

区　　　　　　　　分

上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、円滑導入関係諸費〔指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民健康保険診
療報酬支払勘定）繰出金〕、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会
計の主治医意見書料、予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数
料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

国 民 健 康 保 険 診 療 報 酬 支 払 勘 定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

出産育児一時金等に関する支払勘定

保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計

介 護 給 付 費 支 払 勘 定

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定

特定健診保健指導費用決済業務特別会計

国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計

職 員 厚 生 資 金 貸 付 金 特 別 会 計

（500,772）
500,772

（1,078,233）
1,078,233

150,955,884

4,437,889

5,155,927

160,549,700

（626,031）
626,031

187,451,760

1,160,662

188,612,422

（8,087）
53,153,686
（16,767）

487,056
（219,402）

597,527

124,677,564

1,241,449

125,919,013

（43,463）
48,994

28,675,331

1,776,292

30,451,623

（54,654）
1,509,952
（34,733）
2,438,174

7,947

（2,582,142）
565,981,130

（597,850）
597,850

（1,494,127）
3,105,350

149,769,925

4,014,293

5,251,687

159,035,905

（831,221）
831,221

190,498,357

888,070

191,386,427

（12,227）
57,646,463
（16,900）

488,148
（261,094）

669,156

129,653,414

1,162,190

130,815,604

（47,453）
50,862

30,833,378

2,464,703

33,298,081

（54,632）
1,385,240

（0）
0

8,048

（3,315,504）
579,318,355

（97,078）
97,078

（415,894）
2,027,117

△1,185,959

△423,596

95,760

△1,513,795

（205,190）
205,190

3,046,597

△272,592

2,774,005

（4,140）
4,492,777

（133）
1,092

（41,692）
71,629

4,975,850

△79,259

4,896,591

（3,990）
1,868

2,158,047

688,411

2,846,458

（△22）
△124,712

（△34,733）
△2,438,174

101

（733,362）
13,337,225

（119.38）
119.38

（138.57）
288.00

99.21

90.45

101.85

99.05

（132.77）
132.77

101.62

76.51

101.47

（151.19）
108.45

（100.79）
100.22

（119.00）
111.98

103.99

93.61

103.88

（109.18）
103.81

107.52

138.75

109.34

（99.95）
91.74

（0.00）
0.00

101.27

（128.40）
102.35

障 害 介 護 給 付 費 支 払 勘 定

障 害 児 給 付 費 支 払 勘 定

業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
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高
根
沢
町
は
、
栃
木
県
の
ほ
ぼ
中
央
県
都

宇
都
宮
市
に
隣
接
し
東
京
か
ら
約
１
０
０

㎞
に
位
置
し
た
人
口
約
３
万
人
の
町
で
あ

り
ま
す
。
町
の
地
勢
は
４
つ
に
区
分
さ
れ
、

東
側
は
八
溝
山
系
の
丘
陵
が
南
北
に
連
な

り
、
中
央
は
広
大
な
水
田
地
帯
が
広
が
り

ま
す
。
西
側
に
は
Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
を
中
心

に
商
店
街
や
住
宅
地
、
そ
の
南
に
は
日
本

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
称
さ
れ
る
「
情
報

の
森
と
ち
ぎ
」
が
立
地
し
、西
南
端
に
は
「
本

田
技
研
工
業
」
と
皇
室
の
台
所
と
し
て
食

を
提
供
す
る
「
御
料
牧
場
」
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
網
も
良
好
で
、
町
の
西
側
に
は
国

道
４
号
線
と
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
が
縦
断
、
東

京
ま
で
は
新
幹
線
の
利
用
で
約
45
分
、
車

で
約
１
２
０
分
程
度
で
連
絡
し
、
北
側
に

は
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
が
横
断
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
は
新
国
立
競
技

場
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
世
界
的
建
築
家
の
隈

研
吾
氏
の
設
計
に
よ
り
平
成
19
年
に
橋
上

駅
と
な
り
石
蔵
を
再
生
し
た
「
ち
ょ
っ
蔵

広
場
」
と
共
に
新
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
９
年
に
開
業
し
た
「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
は
食
と
健
康
を
テ
ー
マ
と

し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
り
年
間
約
35
万

人
の
来
場
者
で
賑
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
平
成
27
年
度
に
町

の
最
上
位
計
画
の
「
地
域
経
営
計
画

２
０
１
６
」
を
策
定
し
、
平
成
26
年
度
に

は
人
口
増
加
を
図
る
た
め
「
定
住
人
口
増
加

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
は
こ
の
２
つ
の
計
画
を
両
輪
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
国
保
情
勢
は
構
成
年
齢

の
高
齢
化
や
医
療
費
の
高
騰
、
所
得
水
準

の
低
下
と
保
険
税
収
納
率
の
低
下
等
、
大

変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
ま
た
平
成
30

年
度
か
ら
は
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
変
革
の
時
期
に
、
本
町
の
国

保
運
営
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ
る
松
本
潔

氏
は
平
成
６
年
４
月
に
町
議
会
議
員
に
当

選
さ
れ
、
現
在
６
期
目
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
第
48
代
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
建
設
産

業
、
教
育
住
民
、
福
祉
商
工
の
各
常
任
委

員
長
と
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委
員
会
委

員
長
を
歴
任
し
、
幅
広
い
分
野
で
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍
で
あ

り
ま
す
。

　

会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
健

全
な
国
保
運
営
を
図
る
た
め
積
み
重
ね
た

経
験
と
実
現
力
、
持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

高根沢町

松　本　　　潔
ま つ も と き よ し

会
長
の
一
言

「被保険者のために」
　現在の国保を取り巻く状況は、財政上、構造上と様々な
問題を抱え、これらの諸問題を解決する対策として平成30
年度より県が主体の国保財政となります。
　今までの国保運営を根底から見直す内容ですが、この対
策が被保険者のための見直しとなるよう、微力ではありま
すが、より良い国保運営のために尽力してまいります。
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第
1
1
１
回  

宇
都
宮
市

住
め
ば
愉
快
だ
宇
都
宮

住
め
ば
愉
快
だ
宇
都
宮

　

宇
都
宮
市
は
栃
木
県
の
中
央
部
、
首
都
東

京
か
ら
約
１
０
０
㎞
に
位
置
し
、
市
域
北
部

に
は
丘
陵
地
帯
が
連
な
り
、
東
部
に
は
鬼

怒
川
、
中
央
に
は
田
川
が
流
れ
る
な
ど
都

会
の
利
便
性
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

人
口
50
万
人
を
超
え
る
県
庁
所
在
市
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
や
東
北
自
動
車
道
、
北
関

東
自
動
車
道
な
ど
の
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
関
東
と
東
北
を
結
ぶ
交
通
の
要

衝
地
・
北
関
東
の
中
枢
拠
点
と
し
て
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。「
餃
子
」、「
カ
ク
テ
ル
」、

「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」、「
大
谷
石
」
な
ど
数
多
く
の

観
光
資
源
を
有
し
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」

や
「
宇
都
宮
餃
子
ま
つ
り
」
な
ど
イ
ベ
ン

ト
開
催
も
盛
ん
な
宇
都
宮
市
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
愉
快
」
と
の
こ
と
。「
住
め
ば
愉
快

だ
宇
都
宮
」
は
宇
都
宮
ら
し
さ
を
表
現
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
生
ま
れ
、
楽
し
く

愉
快
な
ま
ち
へ
と
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
28
年
度
に
市
制
１
２
０
周
年
、

宇
都
宮
市
・
河
内
町
・
上
河
内
町
合
併
10

周
年
を
迎
え
る
宇
都
宮
市
を
訪
ね
、
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
や
特
定
健
診
受
診
率
向
上

へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

形
成
を
目
指
し
て

　

市
で
は
第
５
次
宇
都
宮
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
も
と
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
み
ん
な
に
選
ば
れ
る
ま

ち
」「
持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま
ち
」
の
３

つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
を
見
通
し

た
長
期
的
な
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
今
年
度
「
宇
都
宮
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と

の
こ
と
。
そ
の
中
で
も
、
平
成
28
年
度
に

お
い
て
特
に
優
先
的
に
取
り
組
む
内
容
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
全
て
の
市

民
が
心
身
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
の
『
子
育
て
・
健
康
づ
く
り
』、
次
代
の

宇
都
宮
を
築
き
担
う
こ
と
の
で
き
る
幅
広

い
分
野
で
の
『
人
づ
く
り
』
に
重
点
を
置
き

ま
す
。
併
せ
て
、
少
子
・
超
高
齢
社
会
に
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
目
指
す
ま
ち
の

『
つ
く
り
』
と
し
て
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
』
を
形
成
し
て
い
き
ま

す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
等
に
よ
り
、
総
合
的

宇 都 宮 市第111回

宇都宮城址公園には江戸時代中期の宇都宮城本丸の一部を復元しています。
　提供　宇都宮観光コンベンション協会  　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

宇都宮市



9

毎年10月、アジア最高峰の自転車ロードレース
「ジャパンカップ」が開催されています。

宇都宮の特産品のひとつ大谷石。大谷資料館
では採掘場の歴史を学べます。

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
・
岡
本
駅
周
辺
地

区
の
整
備
等
、
拠
点
形
成
を
促
進
し
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
も
、
持
続
的

な
発
展
が
可
能
な
都
市
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
や
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

「
ま
ち
」
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
で

医
療
費
適
正
化
に
つ
な
げ
る

　

宇
都
宮
市
の
医
療
費
適
正
化
対
策
や
、
収

納
率
向
上
対
策
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

保
険
年
金
課
に
て
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
通
知
は
平

成
24
年
８
月
か
ら
開
始
し
、
現
在
は
年
３

回
実
施
。
普
及
率
は
、
県
内
や
同
じ
中
核

市
レ
ベ
ル
と
比
較
す
る
と
平
均
を
若
干
下

回
る
こ
と
も
あ
り
、
広
報
紙
や
市
Ｈ
Ｐ
等

を
利
用
す
る
等
さ
ら
な
る
普
及
促
進
に
努

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
レ
セ
プ
ト

点
検
は
医
療
事
務
有
資
格
者
７
名
が
従
事
。

支
部
研
修
へ
の
参
加
や
、
お
互
い
の
疑
問

点
を
持
ち
寄
り
内
部
自
主
研
修
も
実
施
す

る
な
ど
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
重
複
・

多
受
診
者
へ
の
保
健
指
導
及
び
糖
尿
病
重

症
化
予
防
事
業
。「
薬
剤
師
や
非
常
勤
職
員

の
看
護
師
が
中
心
と
な
っ
て
重
複
・
多
受

診
対
象
者
へ
の
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
も
同
職
員
が
担

当
し
て
お
り
、
文
書
に
よ
る
指
導
や
電
話
・

訪
問
・
面
接
指
導
も
含
め
て
行
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
検
査
項
目
に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
１
ｃ
検
査
を
必
須
化
し
、
糖
尿
病
対

策
を
強
化
。
糖
尿
病
リ
ス
ク
の
検
査
精
度

が
上
が
る
の
で
、
糖
尿
病
の
治
療
が
必
要

な
方
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、

糖
尿
病
予
備
群
の
方
に
対
し
て
も
生
活
習

慣
改
善
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
糖
尿
病
関
連
疾
病
に
対
す
る

対
策
が
医
療
費
適
正
化
の
鍵
と
な
る
こ
と

も
分
か
っ
た
と
の
こ
と
。
今
年
度
か
ら
強

化
し
て
い
る
糖
尿
病
対
策
と
併
せ
、
ま
ず

は
リ
ス
ク
が
あ
る
方
を
早
期
に
発
見
で
き

る
よ
う
、
健
診
受
診
率
向
上
が
課
題
と
の

こ
と
で
し
た
。

口
座
振
替
促
進
と
滞
納
処
分
の
強
化
に

取
り
組
む

　

収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
う

か
が
う
と
、
宇
都
宮
市
で
は
口
座
振
替
加
入

促
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
口
座
振
替
加

入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付
は
平
成
27
年
１
月

か
ら
開
始
し
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
コ

ン
ビ
ニ
納
付
の
利
用
を
拡
大
。
納
税
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
納

付
書
も
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。『
納
め

る
時
間
が
な
い
』
な
ど
の
言
い
訳
防
止
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
広
報

活
動
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
市
Ｈ
Ｐ
や

広
報
紙
、
金
融
機
関
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
度
は
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

納
税
課
と
連
携
し
て
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
駅
な
ど
で
数
回
行
っ
た
ほ
か
、

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
利
用
し
、
口
座
振
替
案

内
も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
様
々
な
方
法
を

用
い
て
お
り
、
納
期
内
納
付
の
促
進
や
、

滞
納
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
姿
勢
が
う

か
が
え
ま
す
。
滞
納
の
早
期
解
消
や
累
積

防
止
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
納
税
催
告
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
そ
の
後
未
納
者
に
対

し
て
は
職
員
に
よ
る
臨
戸
訪
問
や
滞
納
状

況
に
応
じ
た
文
書
催
告
を
実
施
。
預
貯
金

等
の
財
産
調
査
、
差
押
を
徹
底
し
、
長
期
・

高
額
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
市
税
等
と
一

体
的
に
実
施
す
る
よ
う
特
別
収
納
対
策
室

に
移
管
し
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
滞
納
処
分

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　提供　宇都宮観光コンベンション協会　　提供　宇都宮観光コンベンション協会　
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り
組
め
る
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動
メ
ニ
ュ
ー

「
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
運
動
」
を

作
成
。
ス
ト
レ
ッ
チ
編
・
筋
力
運
動
編
・

有
酸
素
運
動
編
の
３
種
類
が
あ
り
、
個
人

の
体
力
や
身
体
状
況
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動

器
具
を
必
要
と
せ
ず
、
日
常
生
活
の
中
で

気
軽
に
取
り
組
め
、
大
学
教
授
の
監
修
を

受
け
、
安
全
性
や
運
動
効
果
も
確
保
済
み
。

保
健
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
等
に
お
け
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
貸
出
や
市
Ｈ
Ｐ
へ
の
動
画
掲
載
も

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

披
露
や
、
各
地
域
で
実
施
す
る
健
康
教
室
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
等
を
通
じ
た
普
及
活

動
を
実
施
。
健
康
の
た
め
に
意
識
し
て
身

体
を
動
か
す
方
の
割
合
の
増
加
や
、
地
域

で
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
通
し
た
高
齢
者

の
仲
間
づ
く
り
の
促
進
な
ど
の
効
果
を
期

待
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

健
診
の
受
診
方
法
を
選
択
で
き
ま
す

　

５
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
、
年
間

４
１
６
回
実
施
し
て
い
る
宇
都
宮
市
の
特

定
健
康
診
査
。「
市
民
が
受
診
し
や
す
い
環

境
の
整
備
」、「
市
民
に
直
接
働
き
か
け
る

個
別
勧
奨
と
再
勧
奨
の
実
施
」、「
健
診
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
啓

発
」
の
大
き
く
３
本
の
柱
で
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内

容
に
つ
い
て
、
保
健
所
健
康
増
進
課
に
て

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
個
別
健
診
と
集
団
健
診
は
、
市
民
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
個
別
健
診
は
２
０
３
医

療
機
関
で
受
診
可
能
で
す
。
ま
た
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
健
診
と
同
時
に
特
定

健
康
診
査
を
受
診
で
き
、
ド
ッ
ク
受
診
の

補
助
額
に
プ
ラ
ス
し
た
相
当
分
の
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
集
団
健
診
は
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域

住
民
が
受
診
し
や
す
い
身
近
な
場
所
で
実

施
し
て
お
り
、
40
代
〜
50
代
の
働
く
世
代

に
配
慮
し
た
土
日
健
診
や
早
朝
健
診
、
女

　
「
こ
れ
か
ら
も
口
座
振
替
促
進
と
滞
納
処

分
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
口
座
振
替
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

し
、
滞
納
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。
そ
し

て
財
産
調
査
と
差
押
え
の
強
化
。
や
る
べ

き
も
の
は
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今

後
の
方
針
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
収

納
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の

　

保
健
事
業
の
取
り
組
み

気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
運
動
で

日
常
生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
次
健

康
う
つ
の
み
や
21
」
に
基
づ
く
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
し
た
。

　
「
市
で
は
『
地
域
の
健
康
づ
く
り
』
実
践

活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
地
域
で
の
健
康

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

し
た
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
食
生
活
改
善

推
進
員
が
中
心
と
な
り
、
自
治
会
単
位
で

組
織
化
し
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
等
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
地
域
ご
と

に
様
々
な
『
健
康
づ
く
り
』
を
広
め
て
も

ら
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
今
年
度
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
合
わ
せ
て
気
軽
に
取

「気軽にエンジョイMiya運動」を体験中の国保サポー
ターの皆さん。楽しみながら身体を動かしています。

2016全国餃子まつりが5月21日（土）・
22日（日）に宇都宮城址公園等で開催さ
れます。宇都宮餃子をはじめとした全国
の餃子が集合するイベントです。

昭和51年から続くふるさと宮まつりは毎年
8月第1土日に大通りを中心に開催され、２
日間で約90基の神輿が登場します。

　提供　宇都宮観光コンベンション協会　　提供　宇都宮観光コンベンション協会　
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◎宇都宮市の概況

516,546
218,850
78,289
136,619
26.4

93,942
84.91

289,010
25.3
6.0

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成24年度
518,398
221,924
78,174
134,770
26.0

94,965
85.64

302,239
25.3
8.8

平成25年度
519,904
224,588
77,364
131,849
25.4

99,100
86.05

307,069
27.1
9.3

平成26年度

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

性
に
配
慮
し
た
女
性
の
み
の
受
診
日
に
つ

い
て
も
設
定
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部
と

の
共
催
健
診
や
、
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
仲

間
同
士
で
受
診
で
き
る
出
前
健
診
の
実
施
。

可
能
な
限
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
と
の
想

い
か
ら
健
診
体
制
を
整
備
し
、
先
に
う
か

が
っ
た
特
定
健
康
診
査
の
血
糖
検
査
に
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
検
査
を
必
須
化
し
た

検
査
内
容
の
見
直
し
な
ど
か
ら
は
、
市
民

が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
熱
意
を

感
じ
ま
し
た
。

集
団
健
診
の
予
約
が
便
利
・
簡
単
に
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

健
診
形
態
同
様
、
集
団
健
診
の
予
約
も

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
「
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
健
診
の
予
約
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
24
時
間

受
付
や
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
」
と
話
し
、「
休

日
や
時
間
外
で
も
予
約
で
き
れ
ば
」「
予
約

の
手
続
き
が
面
倒
そ
う
」
と
の
市
民
の
声

も
反
映
し
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
予

約
受
付
体
制
の
整
備
に
よ
る
受
診
率
向
上

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
受
診
者
に
対
す
る
勧
奨
方
法

や
健
診
の
普
及
啓
発
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

「
ハ
ガ
キ
に
よ
る
個
別
勧
奨
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
年
代
・
性
別
な
ど
の
特
性
に
応
じ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
た
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
５
年
間
未
受
診
の
方
に

は
健
診
日
程
の
案
内
を
中
心
と
し
た
、
シ

ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
を
、
と
心

が
け
て
作
り
ま
し
た
。
反
応
も
良
い
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

普
及
啓
発
と
し
て
は
、
国
保
だ
よ
り
（
年

２
回
保
険
年
金
課
発
行
）、
市
Ｈ
Ｐ
、
広
報

紙
、
健
康
づ
く
り
の
し
お
り
の
全
戸
配
布
、

市
有
車
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
広
告
掲
載
な
ど
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、「
健
診
Ｐ
Ｒ
応
援
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
や
企
業
・

商
業
施
設
等
と
協
働
し
た
活
動
を
行
う
こ

と
で
啓
発
す
る
場
所
や
対
象
者
を
拡
大

し
、
市
民
の
受
診
行
動
を
促
進
す
る
も
の
。

「
ス
ー
パ
ー
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
食
事

処
等
生
活
の
中
で
足
を
運
ぶ
場
所
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
来
店

者
の
み
な
ら
ず
従
業
員
に
も
啓
発
で
き
ま

す
。
応
援
企
業
の
中
に
は
、
健
診
受
診
者

が
特
典
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
市
民
の
健
康
を
応
援

す
る
取
り
組
み
は
、
今
後
、
さ
ら
に
推
進

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
よ
り
一
層
、
協
賛
企
業
・
施
設
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

年
間
を
通
じ
戦
略
的
な
未
受
診
者
勧
奨
を

　

最
後
に
今
後
の
取
り
組
み
や
課
題
を
う

か
が
う
と
、「
平
成
28
年
度
は
年
間
を
通
し

て
戦
略
的
な
未
受
診
者
勧
奨
を
実
施
し
た

い
で
す
。
今
年
度
の
よ
う
に
ハ
ガ
キ
に
は

特
性
に
応
じ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
り
、

資
材
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
受
診
券
も
よ

り
み
や
す
い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
集
団
健
診
の
予
約
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
24
時
間
受
付
が
大
き
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受

診
勧
奨
の
業
務
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
手
法
を

活
用
し
、
特
に
40
〜
50
代
の
方
の
受
診
率

向
上
を
図
り
た
い
で
す
」
と
の
こ
と
。「
健

康
で
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
特
定
健
康
診
査
受
診
者

を
増
や
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
対

策
な
ど
の
取
り
組
み
を
今
回
聞
く
こ
と
が

で
き
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

す
想
い
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

取材でお世話になりました、保健所健康増
進課健康診査グループのみなさん
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提
供
体
制
の
改
革
で
あ
っ
た
。

　

報
告
書
は
、「
病
院
完
結
型
か
ら
地
域
完

結
型
へ
」「
治
す
医
療
か
ら
治
し
支
え
る
医

療
へ
」
の
転
換
を
求
め
、
医
療
・
介
護
の
一

体
的
な
見
直
し
を
説
い
た
。
機
能
別
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
病
床
の
整
備
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
革
の
方
向
性
は
、
平
成
25

年
の
社
会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
平
成
26
年

の
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
よ
り
介

護
保
険
法
や
医
療
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
の
新
機
軸
は
、
病
床
機
能
報

告
制
度
の
導
入
と
地
域
医
療
構
想
の
策
定
、

消
費
税
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
財
政
支

援
制
度
の
創
設
に
よ
る
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
の
改
革
と
人
材
の
確
保
・

育
成
で
あ
り
、
こ
れ
に
診
療
報
酬
や
介
護

報
酬
の
改
定
が
併
行
し
、
改
革
が
推
進
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

介
護
保
険
と
高
齢
者
医
療
の
不
均
衡

　

問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
改
革
と
医
療
保
険
・
介

護
保
険
の
制
度
間
で
整
合
性
が
と
れ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
互
い
に
背
を
向
け
合
う
不
均

衡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
町
村
が
保
険
者
で
あ
る
介
護
保
険
で

は
、
保
険
者
間
の
高
齢
化
率
や
第
１
号
被
保

険
者
の
所
得
水
準
の
違
い
は
、
第
２
号
被

保
険
者
の
納
付
金
や
調
整
交
付
金
の
配
分

に
よ
り
調
整
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
保

険
料
水
準
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
均
衡
す
る
。

　

財
政
運
営
が
都
道
府
県
単
位
に
な
る
改

革
後
の
国
保
制
度
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
年
齢
構
成
と
所
得
水
準
を
調
整
し
た

上
で
市
町
村
納
付
金
が
算
定
さ
れ
る
の
で
、

保
険
料
収
納
率
な
ど
に
違
い
が
な
け
れ
ば
、

市
町
村
レ
ベ
ル
の
医
療
費
水
準
と
保
険
料

水
準
が
見
合
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
都
道
府
県
単
位
の
広

域
連
合
が
保
険
者
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
、
地
域
の
医
療
費
水
準
に
か
か
わ

り
な
く
、
保
険
料
水
準
は
都
道
府
県
内
で

一
律
で
あ
る
。

　

求
め
ら
れ
て
い
る
改
革
の
方
向
性
に

沿
っ
て
、
市
町
村
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
て
積
極
的
に
引
き
受
け
れ
ば
、
当

該
市
町
村
の
介
護
の
費
用
負
担
は
上
昇
す

る
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
か
か

る
当
該
市
町
村
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
軽
減

さ
れ
な
い
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
医
療
費

の
軽
減
を
通
し
て
、
負
担
が
若
干
軽
減
さ

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
在
宅
医
療
で
引
き
受

け
て
も
同
様
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
を
目
指
し
て

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
お
け
る
医

療
・
介
護
分
野
の
改
革
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

で
あ
る
。
両
分
野
の
改
革
を
一
体
的
に
推

進
し
、
機
能
強
化
・
充
実
と
と
も
に
重
点
化
・

効
率
化
を
目
指
す
。

　

こ
の
流
れ
を
主
導
し
た
の
は
介
護
保
険

で
あ
る
。
平
成
17
年
改
正
で
は
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
創
設
が
行
わ
れ
た
。
続
く
平
成
23
年
改
正

で
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
に
共
通
し
た

責
務
と
し
て
、介
護
、予
防
、生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
医
療
、
住
ま
い
が
連
携
し
た
要
介

護
者
等
へ
の
包
括
的
な
支
援
の
推
進
が
謳

わ
れ
、
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
、
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
の
整
備
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
平
成
26
年
改
正

で
は
、
市
町
村
が
行
う
地
域
支
援
事
業
と

し
て
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
、
認
知

症
施
策
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
な
ど
が
位
置
づ
け
ら
れ

た
。

　

医
療
側
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
平
成

25
年
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の

報
告
書
が
最
も
重
点
を
置
い
た
の
は
、
医

療
と
介
護
を
一
体
的
に
捉
え
た
サ
ー
ビ
ス

地域包括ケアと国保・高齢者医療地域包括ケアと国保・高齢者医療

神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦

特別寄稿①

第　回第4回
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医
療
・
介
護
の
連
携
を
強
化
し
、
介
護

を
充
実
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠
如

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
個
々
の
市
町
村

は
、
む
し
ろ
医
療
に
委
ね
て
都
道
府
県
レ

ベ
ル
の
負
担
に
転
嫁
す
る
ほ
う
が
財
政
的

に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

一
方
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
前
期

高
齢
者
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題

は
生
じ
な
い
。
介
護
の
費
用
増
を
超
え
て

国
保
の
医
療
費
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
、
介

護
で
引
き
受
け
る
十
分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
革
へ

　

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
上
で
、
給
付

と
負
担
の
均
衡
を
図
る
圏
域
と
し
て
、
都

道
府
県
と
市
町
村
の
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い

か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
仮
に
都
道
府
県
単

位
の
保
険
者
で
あ
っ
て
も
、
介
護
保
険
や

改
革
後
の
国
保
と
同
様
に
、
市
町
村
レ
ベ

ル
の
取
り
組
み
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
る

仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
筆
者
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
改

革
を
強
く
求
め
た
。
し
か
し
報
告
書
で
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
で
は
十
分
定
着
し
て
お
り
、
現
行
制
度

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
実
施
状
況
等
を
踏

ま
え
、
必
要
な
改
善
を
行
う
こ
と
が
適
当
」

と
し
て
、
当
面
の
課
題
に
は
掲
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

た
だ
い
ず
れ
は
、
報
告
書
が
い
う
「
必

要
な
改
善
」
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
や
改
革
後

の
国
保
と
の
整
合
性
の
確
保
、
将
来
的
に

は
介
護
保
険
と
の
一
元
化
ま
で
も
射
程
に

入
れ
た
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
筆
者
の
願
望
は
必
ず
し
も

的
外
れ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
参

考
ま
で
に
、
昨
年
の
報
道
記
事
か
ら
、
厚

生
労
働
省
幹
部
の
発
言
を
紹
介
し
、
寄
稿

を
閉
じ
る
。

―
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域
連
合

が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
国
保
制
度
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

武
田
氏　

国
保
が
県
単
位
に
な
り
ま
す

か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
国
保

の
制
度
の
立
て
方
が
少
し
異
な
り
ま
す
。

保
険
料
が
県
で
統
一
な
の
か
そ
う
で
な

い
の
か
、
広
域
連
合
な
の
か
、
県
と
市

町
村
の
共
同
実
施
な
の
か
と
い
う
違
い

で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
仕
組
み
の
整
合
性
を
と

る
の
か
ど
う
か
が
、
今
後
の
医
療
保
険

制
度
改
革
の
テ
ー
マ
に
な
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。
制
度
の
運
営
状
況
を
み
な

が
ら
、
そ
の
先
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

関
係
者
も
含
め
て
議
論
を
す
る
必
要
が

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

―
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
県
と
市
町

村
の
共
同
実
施
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

武
田
氏　
（
国
保
制
度
に
お
け
る
）
県
と

市
町
村
の
共
同
運
営
と
い
う
の
は
初
め

て
の
仕
組
み
で
あ
り
、
試
金
石
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
制
度
が
始
ま
っ
て

い
な
い
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、

う
ま
く
い
け
ば
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
も
応
用
可
能
だ
と
い
う
話
に
な
る
可

能
性
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

（
武
田
俊
彦
・
医
療
保
険
担
当
審
議
官
、

「
週
刊
社
会
保
障
」、
平
成
27
年
７
月
27

日
号
）

　

高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護
保
険
制
度

は
す
ぐ
に
一
本
の
制
度
に
は
で
き
な
い

が
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
、
一
つ
の
制
度

の
よ
う
に
使
え
る
制
度
設
計
が
で
き
な

い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
。

（
唐
澤
剛
・
保
険
局
長
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会
学
術
大
会
に
て
、
平
成

27
年
９
月
５
日
）

山
やま

崎
さき

　泰
やす

彦
ひこ

昭和20年11月広島県生まれ、昭和43年横浜市立大学卒。特殊法人社会保障研究所（現
国立社会保障・人口問題研究所）研究員、上智大学講師・助教授・教授、神奈川県
立保健福祉大学教授を経て、平成23年4月から神奈川県立保健福祉大学名誉教授。
専門は社会保障の制度・政策論。
社会保障制度改革国民会議委員、社会保障審議会委員（会長代理、介護保険部会長、
年金数理部会長、企業年金部会長、年金記録訂正分科会長）などを歴任し、現在、
社会保障制度改革推進会議委員、医療介護総合確保促進会議構成員、財政制度等審
議会委員、横浜市国民健康保険運営協議会会長などを務める。

プロフィール
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１　
前
回
ま
で
の
ま
と
め

　

足
腰
な
ど
の
運
動
器
障
害
に
よ
り
移
動

能
力
が
低
下
し
た
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
回
の
連
載
（
昨
年
６
月
、

９
月
、
本
年
１
月
）
で
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク

と
し
て
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
、
ロ
コ
モ
の
程
度

を
測
定
す
る
３
つ
の
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
（
立

ち
上
が
り
テ
ス
ト
、
２
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
、

ロ
コ
モ
25
質
問
票
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
ロ
コ
モ
連
載
の
最
後
と
な

る
今
回
は
、
ロ
コ
モ
対
策
の
運
動
法
と
し

て
の
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ

コ
ト
レ
）
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

２　
ロ
コ
ト
レ
そ
の
①
：
片
脚
立
ち

　

片
脚
で
立
つ
際
に
は
、
立
つ
側
の
股
関
節

か
ら
骨
盤
周
囲
の
筋
、
大
腿
か
ら
下
腿
の

筋
が
総
動
員
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
筋
力

の
増
強
お
よ
び
１
分
間
立
ち
続
け
る
こ
と

に
よ
る
持
久
力
・
バ
ラ
ン
ス
力
の
強
化
が

目
的
で
す
。
片
脚
で
立
ち
20
秒
く
ら
い
す

る
と
、
太
も
も
全
体
か
ら
お
尻
に
か
け
て

の
疲
れ
を
感
じ
始
め
、
１
分
間
と
い
う
の

は
結
構
長
い
時
間
で
あ
る
事
を
実
感
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
転
ん
だ
と
き
に
折
れ
や

す
い
大
腿
骨
近
位
部
（
足
の
付
け
根
）
に

か
か
る
重
力
負
荷
は
、
１
分
間
の
片
脚
立

ち
で
53
分
間
の
歩
行
と
同
程
度
と
の
研
究

結
果
が
あ
り
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
し
て

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
図
１
に
あ
る

よ
う
に
、
転
ば
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
し

た
机
や
手
す
り
な
ど
、
つ
か
ま
れ
る
物
の

そ
ば
で
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
左
右

１
分
間
ず
つ
で
２
分
間
、
こ
れ
を
毎
日
朝

昼
晩
の
３
セ
ッ
ト
行
い
ま
す
。

３　
ロ
コ
ト
レ
そ
の
②
：
ス
ク
ワ
ッ
ト

　

自
分
の
体
重
を
上
方
向
に
押
し
上
げ
る

運
動
は
足
腰
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
最
も
基

本
的
な
も
の
で
、
運
動
選
手
も
行
っ
て
い
ま

す
。
図
２
の
と
お
り
足
を
肩
幅
ほ
ど
広
げ
、

な
る
べ
く
背
筋
を
伸
ば
し
た
ま
ま
洋
式
ト

イ
レ
に
し
ゃ
が
む
よ
う
に
４
秒
ほ
ど
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
腰
を
降
ろ
し
、
つ
い
で
４

秒
で
立
ち
上
が
り
ま
す
。
１
回
で
８
秒
か

か
り
ま
す
の
で
６
〜
７
回
ほ
ど
繰
り
返
し
、

全
部
で
１
分
程
運
動
し
ま
す
。
片
脚
立
ち

２
分
と
合
わ
せ
３
分
間
の
簡
単
な
運
動
で

あ
り
、
こ
れ
を
日
に
３
セ
ッ
ト
合
計
９
分

間
に
な
り
ま
す
。

特別寄稿②

とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

第　回第4回

星野　雄一

ロコモ対策ロコモ対策
̶ ロコトレ ̶̶ ロコトレ ̶̶ ロコトレ ̶

バランス能力をつけるロコトレ「片脚立ち」

下肢筋力をつけるロコトレ「スクワット」

図１ 片脚立ち

図２ スクワット（しゃがみ込み）
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４　
ロ
コ
ト
レ
プ
ラ
ス
：
通
常
の

　
　
ロ
コ
ト
レ
で
は
も
の
足
り
な
い
方
へ

　

立
位
で
か
か
と
の
挙
げ
下
げ
を
ゆ
っ
く

り
と
行
う
ヒ
ー
ル
レ
イ
ズ
、
腰
を
落
と
し

な
が
ら
前
に
大
き
く
１
歩
を
踏
み
出
し
て

は
戻
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ジ
（
図
３
）、
こ
の

２
つ
は
通
常
の
ロ
コ
ト
レ
で
は
も
の
足
り

な
い
方
に
お
勧
め
の
安
全
な
運
動
で
、
い

わ
ば
ロ
コ
ト
レ
プ
ラ
ス
と
い
え
る
も
の
で

す
。
こ
れ
以
外
で
も
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、
太

極
拳
、踊
り
な
ど
、何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

定
期
的
な
運
動
習
慣
が
ロ
コ
モ
予
防
に
は

不
可
欠
で
す
。

５　
ロ
コ
ト
レ
の
効
果

　

埼
玉
県
の
伊
那
病
院
で
の
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
調
査
（
石
橋
：

２
０
１
２
）で
は
、基
本
的
な
ロ
コ
ト
レ（
片

脚
立
ち
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
）
を
２
カ
月
間
継

続
で
き
た
方
は
、
下
肢
筋
力
の
向
上
は
勿

論
の
こ
と
歩
行
速
度
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
判
明
し
、
更
に
は
転
倒
率
も
減
少
し
た

と
い
う
結
果
で
し
た
。
同
様
の
報
告
は
そ

の
後
全
国
か
ら
相
次
ぎ
、
簡
単
な
運
動
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
基
本
的
ロ
コ
ト
レ

に
は
相
当
の
効
果
が

あ
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。
是
非
、

日
常
生
活
の
中
に
こ

の
ロ
コ
ト
レ
を
取
り

入
れ
、
毎
日
忘
れ
ず

に
実
践
し
て
く
だ
さ

い
。
特
別
な
器
具
や
、

特
殊
な
や
り
方
で
な

く
て
も
、
運
動
習
慣

が
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
ロ
コ
モ
対
策
に
は

必
須
な
の
で
す
。

６　
シ
リ
ー
ズ
「
ロ
コ
モ
」
の
終
了
に

　
　
あ
た
っ
て

　

平
成
27
年
６
月
か
ら
の
１
年
間
、
４
回

に
わ
た
る
ロ
コ
モ
シ
リ
ー
ズ
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
今
す
ぐ
、
40
㎝
の
椅
子

か
ら
片
脚
で
ス
ッ
と
立
ち
上
が
れ
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下
さ
い
。
こ
れ
が
出

来
な
け
れ
ば
ロ
コ
モ
度
１
、
ロ
コ
モ
が
始

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

で
す
。
次
に
、
片
脚
で
１
分
間
立
ち
続
け

て
み
て
下
さ
い
。
結
構
き
つ
い
運
動
で
あ

る
事
が
身
を
以
て
分
か
り
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
の

役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
行
動
に

移
す
こ
と
が
肝
心
で
あ
り
、
ま
ず
は
１
カ

月
間
の
ロ
コ
ト
レ
継
続
で
効
果
を
実
感
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

星
ほし

野
の

　雄
ゆう

一
いち

昭和25年　栃木県宇都宮市生まれ　宇都宮高校卒業
昭和51年　東京大学医学部卒業　　同整形外科入局
昭和61年　東京大学整形外科医局長
平成８年　自治医大整形外科教授
平成25年　とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

専門医　　
　日本整形外科学会：専門医、運動器リハ認定医、脊椎脊髄病認定医
　日本脊椎脊髄病学会：指導医
主催学会
　第32回関東整形災害外科学会　　第27回日本運動療法研究会
　第７回超音波骨折治療研究会　　第19回日本運動器リハ学会
　第18回日本腰痛学会
学会役員
　日整会　　運動器リハ委員会アドバイザー
　日本運動器科学会副理事長、日本運動療法学会常任理事　
　日本超音波骨折治療研究会世話人　日本B-SES研究会世話人

主な活動
　日本運動器科学会セラピスト制度立ち上げ
　運動器不安定症の創設（越智隆弘日整会理事長）
　ロコモティブシンドローム啓発活動（中村耕三日整会理事長）
　ロコモ25の開発責任者
著書
　エッセンシャル整形外科	 編集（医歯薬出版）
　Cervical	Laminoplasty	 編集（スプリンガー）
　しびれが気になる時に読む本	 監修（NHKブック）
趣味
　ゴルフ、歴史散策、仏像巡拝、音楽鑑賞

プロフィール

図３ ロコトレプラス

ロコトレにプラスするならこんな運動
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運動教室から自主グループ活動の育成と支援
《健康と生きがいをめざしてつながるステップアップクラブ》
運動教室から自主グループ活動の育成と支援

《健康と生きがいをめざしてつながるステップアップクラブ》

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
み
ん
な
が
笑
顔
で

支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

　

那
須
町
は
栃
木
県
の
北
部
に
位
置
し
、
那

須
連
山
と
八
溝
山
地
に
い
た
る
広
大
な
面

積
を
有
し
、
主
峰
茶
臼
岳
が
そ
び
え
る
南

斜
面
に
は
那
須
温
泉
郷
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設

や
別
荘
が
点
在
す
る
高
原
地
区
、
中
央
の

平
坦
地
に
は
役
場
の
あ
る
市
街
地
や
広
大

な
農
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
２
万
６
千
人
か
ら
２
万
７
千
人

の
間
を
横
ば
い
で
す
が
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
み
、
年
間
出
生
数
は
約
１
５
０
人
、
死

亡
数
は
約
３
５
０
人
。
ま
た
、
首
都
圏
か

ら
の
退
職
後
の
移
住
が
多
く
、
高
齢
化
率

は
34
・
18
％
、
国
保
の
加
入
率
は
37
・
21
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
き
ら
ピ
カ
21
那
須
（
那
須
町
健
康

増
進
第
二
期
計
画
）
で
は
、
那
須
町
の
課

題
の
一
つ
と
し
て
、
成
人
期
の
運
動
習
慣

が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
肥
満
者
は
、
男

性
で
約
20
％
、
女
性
で
約
８
％
と
な
っ
て

い
る
事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
特
定
保
健
指
導
の

積
極
的
支
援
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
運
動

指
導
を
入
れ
ま
し
た
が
、
特
定
保
健
指
導

対
象
者
だ
け
で
は
参
加
人
数
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
運
動
習
慣
の
普
及
啓
発
の
た

保健師活動報告

那須町保健福祉課健康づくり推進係
山田則子・遠山京子・松本幸子

め
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
町
民
全
体
を

対
象
に
「
フ
ァ
ッ
ト
レ
ス
ク
ラ
ブ
」
と
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し
た
。（
表
１
参
加

者
の
状
況
と
内
容
）

　

２
年
目
か
ら
は
参
加
数
が
増
え
る
よ
う

に
な
り
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
た
い
、
今
後
も
教

室
に
継
続
で
参
加
し
た
い
等
の
意
見
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
分
で
運
動
を
継
続

で
き
る
か
で
は
、
教
室
で
な
ら
継
続
で
き

る
人
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
す
る
こ
と
で
仲
間
が
増
え

グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
も
し
た
い
と
い
っ
た

要
望
も
聞
か
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
教

室
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は

①
自
分
の
身
体
に
目
を
向
け
健
康
管
理
が

で
き
る
こ
と

②
教
室
参
加
の
と
き
の
み
に
運
動
を
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
運
動
習
慣

が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

③
仲
間
同
士
の
交
流
な
ど
で
意
欲
や
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と

④
自
主
グ
ル
ー
プ
で
運
動
教
室
を
運
営
で

き
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
た
教
室
運
営
を
す
る
事

を
講
師
の
健
康
運
動
指
導
士
と
と
も
に
ス

タ
ッ
フ
間
で
共
通
認
識
を
し
ま
し
た
。

表 1　参加者の状況と内容

図１-１　参加前の期待度 図 1-2　参加後の満足度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

36

49

57

56

65

173

523

504

760

809

18

30

29

31

28

9.7

17.5

17.4

24.6

28.9

室内外の運動、水中運動（２回）、栄養の講話（２回）

室内外の運動、水中運動（２回）、栄養の講話（２回）
室内外の運動、水中運動（４回）、
栄養の講話（４回）、体力チェック（３回）
室内外の運動、水中運動（５回）、
栄養の講話（５回）、体力チェック（３回）
室内外の運動、水中運動（５回）、栄養の講話（２回）、
体力チェック（３回）、歯の講話（１回）、運動講話（４回）

実人数 内　容延べ
人数

実施
回数

１回あたりの
参加者数
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教
室
の
内
容
の
検
討

　

①
②
③
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
室
の

内
容
と
し
て
、

・
受
付
、
血
圧
測
定
等
の
一
連
の
作
業
を

自
分
自
身
で
動
き
、
手
帳
の
記
入
や
管

理
を
自
分
で
す
る
。

・
運
動
の
指
導
内
容
は
、
家
庭
で
で
き
る

こ
と
を
意
識
し
た
内
容
も
盛
り
込
み
、

家
庭
で
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
声
か

け
を
す
る
。

・
参
加
者
同
士
の
交
流
を
意
識
し
た
内
容

を
盛
り
込
む
。

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
24
・
25
年
度
の
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
の
満
足

度
は
高
く
（
図
１
）、
参
加
す
る
こ
と
で
自

分
の
身
体
の
変
化
や
心
の
変
化
を
感
じ
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
（
図
２
、
表

２
）。
ま
た
、
自
宅
で
の
運
動
も
実
践
で
き

て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
④

に
つ
い
て
は
、
教
室
の
参
加
者
は
２
年
間

継
続
後
３
年
目
に
は
卒
業
を
す
る
こ
と
を

原
則
に
し
、
初
年
度
・
２
年
目
の
参
加
者

の
中
か
ら
、
こ
の
教
室
の
協
力
者
を
募
集

し
ま
し
た
。
協
力
者
を
「
フ
ァ
ッ
ト
レ
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
名
付
け
、
自
分
の
健
康

増
進
の
た
め
と
、
フ
ァ
ッ
ト
レ
ス
ク
ラ
ブ

の
教
室
運
営
の
協
力
、
運
動
・
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
実
施
内
容
に
掲

げ
募
集
し
、
平
成
24
年
度
に
６
名
が
名
乗

り
を
上
げ
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
始
め
る

　

募
集
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
平
成
25
年

度
当
初
、
新
し
く
参
加
し
た
人
の
受
付
の

介
助
、
血
圧
測
定
の
や
り
方
や
手
帳
の
使

い
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
先
輩
的
な
役

割
や
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
記
録
係
な
ど
軽

微
な
内
容
の
協
力
、
平
成
25
年
度
後
半
に

は
、
教
室
の
指
導
者
の
健
康
運
動
指
導
士

か
ら
助
言
を
も
ら
い
、
運
動
の
準
備
体
操

な
ど
を
参
加
者
の
前
で
実
施
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
の
中
で
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し

て
活
動
し
て
い
く
た
め
の
意
欲
の
醸
成
、
楽

し
み
な
が
ら
自
分
自
身
の
た
め
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
活
動
に
す
る
た
め
の
支
援
を

心
が
け
、
立
ち
上
げ
の
決
心
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

　

平
成
26
年
12
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
自

主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
具

体
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
健

康
運
動
指
導
士
の
協
力
・
指
導
の
も
と
、
指

導
す
る
内
容
を
具
体
的
に
学
び
、
自
主
グ

表 2

図 2　参加後の変化の有無

（1）体の変化
　　（85％の人が変化があったと答えた）
　・膝の痛みが減った、肩こりがなく
なった、腰痛がなくなった。

　・ウエストまわりが軽くなった。
　・歩くのが楽になった、苦にならなく
なった、習慣ができた。

　・姿勢が良くなった。
　・整体が不要になった。

（2）体以外の変化
　　（98％の人が変化があったと答えた）
　・教室のある日が楽しみになり出るの
がおっくうではなくなった。

　・気分的に明るくなった、前向きな気
分になった。

　・いろいろな人たちと言葉を交わし笑
うことも多くてとても楽しかった。

　・頑張る気持ちが出てきた。

ステップアップメンバー

楽しく運動中！

ル
ー
プ
立
ち
上
げ
の
準
備
を
着
々
と
し
て

き
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
一
人
ひ
と
り
が
、

何
が
や
り
た
い
の
か
何
が
で
き
る
の
か
、
無

理
な
く
活
動
す
る
た
め
に
町
の
支
援
は
何

が
必
要
な
の
か
を
、
十
分
な
時
間
を
取
り

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
９
名
に
増

え
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
正
式
名
称
も

「
フ
ァ
ッ
ト
レ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ク
ラ

ブ
」
と
名
付
け
、
会
則
の
決
定
、
日
程
の

準
備
を
し
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
正
式
に

活
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
半

年
間
は
自
己
研
鑽
に
努
め
、
そ
し
て
、
10

月
か
ら
は
フ
ァ
ッ
ト
レ
ス
ク
ラ
ブ
の
修
了

者
を
招
き
入
れ
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

　

活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
は
少
数
の
メ
ン
バ
ー
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
健
康
で
い
き

い
き
と
生
活
し
、
仲
間
に
教
え
る
と
い
う

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
様
子

は
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
以
上
に
多
く
の

こ
と
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
私
た
ち
は
、
会
員
同
士
が
意
欲
を

持
ち
続
け
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
活
動
を
支
援
し
、
健
康
な

町
づ
く
り
を
協
働
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
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保険者だより

― 大田原市 ―

大田原市民の健康づくりのために大田原市民の健康づくりのために
ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチの取り組み事例ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチの取り組み事例

　大田原市ではライフステージに応じた切れ目のない健康増進への取り組みを展開しています。
　特に「食・栄養」の取り組みの一層の充実のために平成27年度から常勤栄養士が１課に集中配置となり
ました。

【地区組織と協働したポピュレーションアプローチ】
　大田原市の健康課題として「高血圧」があげられ、食の部分としては「減塩」や「肥満対策」などに
取り組んできました。今回は野菜の摂取不足に注目し、栄養士・保健師と地区組織（メタボポイステ推
進連絡会、食生活改善推進員）が協働して生活習慣病予防のためのポピュレーションアプローチを大田
原市産業文化祭の健康づくり部門にて行いました。「はかって野菜」をタイトルに、野菜の効果と適量
を伝え、摂取量の増加を目的としました。
　メタボポイステ推進連絡会とは、平成19年度国保ヘルスアップ事業生活改善講座の終了者が継続学習
していくために自主的に設立された組織です。保健師や管理栄養士と共に運動や食についての学習会を
続けています。
　産業文化祭では318名の方に対応し、大盛況のうちに実施することができました。野菜の摂取量につい
ては個人差が大きく、全国や県と同様に若年者ほど摂取量が少ない傾向があるようでした。実際の野菜
を使ってはかることで参加者自身の気づきも多く、よい啓発の場となりました。

【重症化予防に向けたハイリスクアプローチ】
　大田原市保健事業体系のなかに生活習慣病の予防と併せ重症化予防を目的とした「栄養相談」が位置
づけられています。対象は希望者または医療機関からの紹介者で、相談内訳は疾患別では糖尿病が多
く、しかも重複疾患の相談者が多い現状です。
　日程は年間予定の中に設定せず相談者と調整して希望に応じた時間や場所（市役所内面接室・自宅へ
の訪問・まちなか相談室など）で実施しています。

健康は自分に贈ることのできる最高のプレゼント

大田原市では、これからも地域の実態に即した
食・栄養の啓発を行っていきたいと計画しています。

食生活改善推進員も参加しました
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
日
保
国
発

一
二
〇
三
第
一
号
厚
生
労
働
省
国
民
健
康

保
険
課
長
通
知
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被

害
に
係
る
求
償
事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い

て
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
保

険
者
に
求
め
ら
れ
る
取
組
内
容
に
つ
い
て

整
理
し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●
被
害
届
の
届
出
の
励
行

①
第
三
者
行
為
の
発
見
手
段
の
拡
充

・
療
養
費
・
高
額
療
養
費
・
葬
祭
費
等

の
各
支
給
申
請
書
に
第
三
者
行
為
の

有
無
の
記
載
欄
を
設
け
る

・
傷
病
名
、
救
急
病
院
名
等
か
ら
第
三

者
行
為
の
疑
い
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
抽

出
の
取
組
を
強
化
す
る

・
新
聞
・
ニ
ュ
ー
ス
等
報
道
情
報
の
活

用
に
よ
る
交
通
事
故
等
の
発
生
、
状

況
等
を
把
握
す
る

②
被
保
険
者
等
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

・
第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
被

保
険
者
へ
照
会
し
、
届
出
勧
奨
を
行
う

・
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
、
医
療
機
関
等
へ

の
申
し
出
の
必
要
性
、
保
険
者
へ
の

被
害
届
の
届
出
義
務
を
周
知
・
広
報

す
る

・
Ｈ
Ｐ
で
関
係
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
可
能
と
す
る

・
医
療
費
通
知
等
被
保
険
者
へ
の
送
付

文
書
や
広
報
誌
等
の
多
様
な
媒
体
を

活
用
し
て
、
届
出
義
務
等
が
浸
透
す

る
よ
う
周
知
・
広
報
を
強
化
す
る

③
損
害
保
険
団
体
と
の
連
携
強
化

・
国
保
連
合
会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
損

保
団
体
と
被
害
届
の
作
成
・
届
出
の

支
援
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
す
る

●
保
険
者
の
体
制
強
化

①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

　

現
状
の
取
組
を
評
価
し
（C

heck

）
、
求

償
事
務
の
改
善
を
図
り
（A

ction

）
、
数

値
目
標
（
＊
）
を
設
定
し
て
（P

lan

）
、

計
画
的
な
取
組
を
進
め
る
（D

o

）

（
＊
例　

国
保
利
用
か
ら
被
害
届
の
受
理

ま
で
一
ヶ
月
以
内
、
滞
留
事
案
の
減
少
、

収
納
率
目
標
の
設
定　

な
ど
）

②
目
標
達
成
の
た
め
の
体
制
強
化

・
損
保
Ｏ
Ｂ
や
二
十
八
年
度
か
ら
厚
労

省
に
設
置
予
定
の
第
三
者
求
償
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
す
る

・
国
保
連
合
会
が
提
供
す
る
標
準
的
な

事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
す
る

・
国
保
連
合
会
が
実
施
す
る
研
修
の
受

講
や
巡
回
相
談
を
利
用
す
る

・
国
保
連
合
会
へ
委
託
の
拡
大　

な
ど

　

特
に
、
損
保
団
体
と
の
覚
書
締
結
に
よ

り
、
損
保
団
体
か
ら
被
害
届
等
の
作
成
及

び
届
出
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
届
等
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が

短
縮
さ
れ
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
の

確
実
な
把
握
と
速
や
か
な
求
償
の
実
施
と

い
う
求
償
事
務
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
い

う
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
県
に
お
い

て
も
、
保
険
者
全
て
か
ら
覚
書
締
結
に
つ

い
て
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、
国
保
連
合

会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
今
年

度
中
に
締
結
と
な
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
は
、
覚
書
締
結
の

効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
二
十
八
年
四
月

時
点
に
お
け
る
損
害
保
険
会
社
に
よ
る
被

害
届
等
の
提
出
状
況
や
市
町
に
よ
る
求
償

状
況
等
を
調
査
予
定
と
し
て
い
る
ほ
か
、

毎
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
事
業
実
施
状

況
報
告
に
よ
り
、
被
害
届
の
受
付
件
数
、

求
償
額
の
調
定
金
額
及
び
収
納
金
額
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
県
に
お
け
る
取
組
の
底
上
げ

　

保
険
者
の
数
値
目
標
や
取
組
計
画
等
を

把
握
し
、
求
償
事
務
の
継
続
的
な
取
組
強

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
運
営
方
針
等
に
よ
る
求
償

事
務
の
標
準
化
を
図
っ
て
、
取
組
の
底
上

げ
に
努
め
ま
す
。

第三者行為による被害に係る
求償事務の取組強化について
第三者行為による被害に係る
求償事務の取組強化について

国 保 医 療 課 だ よ り

栃木県保健福祉部国保医療課
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私
の
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
と
庭
い
じ
り
で

す
。
ま
た
、
奨
励
さ
れ
な
い
趣
味
が
お
酒
・

タ
バ
コ
・
パ
チ
ン
コ
な
ど
で
す
。
若
い
頃
は
、

柔
道
・
軟
式
野
球
・
サ
ー
フ
ィ
ン
・
ス
キ
ー
・

ゴ
ル
フ
と
ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
体
力
の
衰
え
と
子
育
て
の
費

用
が
か
さ
む
に
連
れ
て
最
終
的
に
残
っ
た

の
が
ゴ
ル
フ
で
し
た
。

　

最
近
は
、
コ
ー
ス
に
出
る
機
会
も
だ
い

ぶ
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
二
人
の
息
子

と
年
に
数
回
プ
レ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
二
人
の
息
子
は
、
高
校
、
大
学

と
野
球
を
し
て
い
た
の
で
、
力
任
せ
に
振

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飛
距
離
は
驚
く
ば
か
り

で
す
が
、
方
向
は
定
ま
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

コ
ツ
コ
ツ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
を
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
ス
コ
ア
は
変
わ
り

な
く
、
お
昼
に
お
い
し
い
生
ビ
ー
ル
を
飲

ん
で
ス
ト
レ
ス
の
無
い
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

10
年
程
前
に
、
40
坪
ほ
ど
の
庭
を
作
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
業
者
に
依
頼
を
し

て
で
す
が
、
植
木
（
高
木
・
低
木
）、
庭
石
、

張
り
芝
や
竹
を
使
っ
た
柵
な
ど
を
、
２
年

分
割
で
作
り
ま
し
た
。
高
木
の
手
入
れ
は
年

１
回
業
者
に
頼
ん
で
い
ま
す
が
、
低
木
の
剪

定
、
芝
の
手
入
れ
は
自
分
で
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
芝
の
手
入
れ
は
ゴ
ル
フ
場
を

イ
メ
ー
ジ
し
２
週
間
に
一
度
は
刈
り
込
ん

で
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
ゴ
ル
フ
の
練
習

も
し
ま
し
た
が
、
だ
い
ぶ
芝
を
痛
め
て
し

ま
っ
た
の
で
や
め
ま
し
た
。
今
は
、
孫
の

プ
ー
ル
や
遊
び
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、バ
ラ
を
育
て
は
じ
め
ま
し
た
。

バ
ラ
の
種
類
や
名
前
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

春
と
秋
に
長
い
期
間
花
を
楽
し
め
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
、
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
法
は
特
に
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
奨

励
さ
れ
な
い
趣
味
の
お
酒
・
タ
バ
コ
も
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
３
年
前

か
ら
高
血
圧
の
降
圧
剤
を
飲
み
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
酒
は
毎
日
、
タ
バ
コ
は

毎
日
一
箱
と
相
変
わ
ら
ず
続
け
て
い
ま
す

が
、
今
年
還
暦
を
迎
え
る
に
当
た
り
方
向
性

を
修
正
し
て
行
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
年
実
践
し
て
い
る
事
は
、
間
食

を
し
な
い
・
早
寝
早
起
き
・
徒
歩
通
勤
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
趣
味
と
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
小
さ
な
健
康
法
を
実

践
し
な
が
ら
、
孫
と
遊
べ
る
体
力
を
維
持

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

芳賀町住民課

課 長 増
ま す

淵
ぶ ち

 方
ま さ

昭
あ き

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い

　
　
　
　
　

 

小
さ
な
健
康
法

私の趣味と
健康法
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①私の街自慢（街の自慢をご記入ください）　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

国保経験年数　１年
①　鹿沼市は自然豊かでのどかなまち
です。その名も「鹿沼土」で育てられる
さつきや、木工で有名なまちでもあ
り、おいしいものが沢山あります。新
鮮ないちごや様々なフレーバーの
ジェラート、そしてこじんまりとした
素敵なごはん屋さんや雑貨屋さんも
あります！
②　トマトを育てること。
③　とても疲れた時には子どもと一緒
になって歌って少し騒ぎ、たくさん
笑ったりします。またそれとは逆に、
寝る前などの時間に音楽に集中して
気分を落ち着けたりすることも最近
覚えました。
④　主に国保資格を担当しており、窓口
に出ることが多いです。この１年の中
で、国保業務は多岐に渡ることや、あ
らゆる業務が他部署とも含めて密接
に関係していることに度々驚きまし
た。難しい制度などの内容を、上手に
伝えられるように理解を深めていき
たいです。
⑤　冬場、池に入れたままだった熱帯性
スイレンが春にまた芽を出すか。

森 山　有 季
もり やま

鹿沼市
保険年金課　保険給付係

主事

国保とかぬまと時々グルメ

ゆ き

国保経験年数　4年
①　茂木町といえばサーキットや道の
駅が有名ですが、実は和菓子の名所で
もあります。多くの和菓子屋さんが個
性豊かなおいしい和菓子を作ってい
て、他県から買いに来る方もいるほど
です。茂木町に来たらぜひ食べてみて
ください。
②　読書、猫グッズ集め。
③　犬の散歩をしながら自然の変化を
楽しむこと。
④　窓口でお客様の対応をしていると、
色々なご相談を受けることがありま
す。みなさん年齢や所得、家族構成な
どさまざまなので、それぞれの方につ
いて最善の対応をできるよう、これか
らも勉強していきたいです。
⑤　息子が内気すぎることと、娘がお転
婆すぎること。

河 上　明 恵
かわ かみ

茂木町
住民課　国保年金係

主査

日々精進！

あき え
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今
後
の
国
保
運
営
に
係
る

最
新
情
報
を
学
ぶ

平
成
27
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー

　

１
月
14
日
（
木
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
市
町
国
保
主
管
課
長
等
な
ら

び
に
税
務
主
管
課
長
等
39
人
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健

康
保
険
課
課
長
補
佐
神
野
貴
史
氏
が
「
国

民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
事
務
レ

ベ
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
内
で
の
検
討
中
の
内
容

も
含
め
、
納
付
金
・
標
準
保
険
料
率
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
や
安
定
的
な
財
政

運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営
を
確
保
す
る

た
め
の
国
保
運
営
方
針
策
定
要
領
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
案
な
ど
を
講
演
。
今
後
、
県
と

市
町
間
で
国
保
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
積

極
的
な
議
論
を
行
う
う
え
で
参
考
と
な
る
、

最
新
情
報
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

徴
税
吏
員
が
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
を

支
え
て
い
く

　

続
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー

カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
堀
博
晴
氏
よ
り
「
国
保
制
度
を
支
え
る

収
納
（
徴
税
）
吏
員
―
新
た
な
る
領
域
へ

の
挑
戦
―
」
と
題
し
、
堀
氏
の
東
京
都
庁

在
職
時
や
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
収
納

率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
経
験
に

基
づ
き
講
演
。「
徴
収
率
が
低
い
自
治
体
の

住
民
は
納
期
内
納
付
を
し
な
く
な
る
。
納

期
内
納
付
を
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
い
う

自
治
体
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
徴
収
率
を

上
げ
、
足
元
を
し
っ
か
り
固
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
」
と
説
明
。「
滞
納
＝
差
押
え
」

が
当
り
前
の
自
治
体
を
作
る
こ
と
、
法
律

ど
お
り
に
行
え
ば
徴
収
率
は
絶
対
に
あ
が

る
こ
と
を
実
務
に
基
づ
き
講
演
し
、
参
加

者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
地

方
自
治
を
支
え
る
の
は
徴
税
吏
員
で
あ
り
、

各
自
治
体
が
組
織
で
徴
収
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
話
し
、
今
後
の
業
務
に
役

立
つ
内
容
と
な
っ
た
。

堀　博晴氏

迫真の演技で折衝に臨む参加者

篠塚三郎氏による助言のもと、
研究協議を実施

神野貴史氏

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
模
擬
折
衝
を

行
っ
た
。
２
つ
の
課
題
に
対
し
行
政
側
と
滞

納
者
側
に
分
か
れ
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

行
う
に
あ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
事
前
作

戦
会
議
を
実
施
。
作
戦
会
議
で
は
各
市
町
で

の
実
例
や
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政
・

滞
納
者
側
の
各
々
の
立
場
か
ら
事
案
を
検

討
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

今
回
は
「
高
額
・
悪
質
滞
納
者
」
及
び
「
暴

力
行
為
を
行
い
そ
う
な
滞
納
者
」
の
ケ
ー

ス
で
対
戦
し
、
行
政
側
・
滞
納
者
側
と
も

に
知
識
や
折
衝
能
力
を
発
揮
し
た
迫
真
の

演
技
を
披
露
。
参
加
者
は
目
の
前
で
演
じ

ら
れ
た
対
戦
を
見
学
後
、
参
加
者
か
ら
の

感
想
や
折
衝
の
振
り
返
り
、
篠
塚
氏
の
講

評
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、「
大
変
参
考
に

な
っ
た
」「
同
様
の
ケ
ー
ス
を
経
験
し
た
こ

と
が
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
自

ら
の
ス
キ
ル
等
現
状
の
認
識
と
問
題
の
発

見
に
も
つ
な
が
る
研
修
と
な
っ
た
。

自
ら
の
ス
キ
ル
等
現
状
の
認
識
と

問
題
の
発
見
に
繋
げ
る

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
料（
税
）

徴
収
事
例
研
究
会

　

１
月
29
日
（
金
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
徴
収
事
例
研
究
会
」
を
開
催
し
、

県
内
国
保
保
険
料
（
税
）
徴
収
事
務
担
当

者
等
35
人
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
事
例
研
究
と
し
て
、
今
年
度
徴
収

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
対
象
市
で
あ
る

小
山
市
納
税
課
特
別
納
税
訪
問
班
担
当
大

塚
一
成
氏
が
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
篠
塚

三
郎
氏
か
ら
の
指
導
事
例
お
よ
び
徴
収
に

か
か
る
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
を
発
表

し
、
出
席
者
か
ら
の
質
疑
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
の
助
言
の
も
と
、
研
究
協
議
を

実
施
し
た
。

　

続
い
て
、
滞
納
者
と
の
応
対
を
シ
ミ
ュ
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健
康
課
題
、
事
業
目
的
の
明
確
化
や

目
標
設
定
に
つ
い
て
学
ぶ

平
成
27
年
度

保
健
事
業
専
門
研
修
（
第
２
回
）

　

２
月
３
日
（
水
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
保
健
事
業
専
門

研
修
（
第
２
回
）」
を
開
催
し
、
県
内
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
担
当
者
及
び
保
健
事

業
実
施
者
45
人
が
参
加
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
は

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
進
め
方

　

今
回
は
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
目
的
を

理
解
し
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
保
健
事
業
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」「
保
健
事
業
を

効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
」

「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ

ム
（
以
下
『
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
』）
か
ら
出

力
さ
れ
る
帳
票
を
基
に
地
域
の
現
状
把
握

や
優
先
課
題
の
見
極
め
等
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
策
定
に
必
要
な
能
力
を
身
に
付
け

る
」
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
で
動
い
て
い
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
の
な
か
で
、
基
礎
と
な
る
Ｐ
（
プ
ラ
ン
）

「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
事
業
の
立
案
」
等
を
獨

協
医
科
大
学
看
護
学
部
在
宅
看
護
学
准
教

授
種
市
ひ
ろ
み
氏
よ
り
学
ん
だ
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

　

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
す
る
た
め
に
は
、
膨
大
な
数
字
の

中
か
ら
見
つ
け
出
し
た
必
要
な
数
字
や
文

字
の
デ
ー
タ
を
、
経
験
と
知
識
か
ら
解
釈

し
、
そ
の
結
果
を
職
員
や
住
民
に
わ
か
り

や
す
く
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
。

　

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
で
は
、
医

療
・
健
診
・
介
護
デ
ー
タ
を
連
結
し
た
集
計
・

分
析
や
、
デ
ー
タ
分
析
で
最
も
重
要
な
「
比

較
」
を
国
や
栃
木
県
、
同
規
模
保
険
者
と

行
え
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
を
基
に
グ
ラ
フ
や

図
表
な
ど
で
見
や
す
く
加
工
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
県
内
の
任

意
の
保
険
者
デ
ー
タ
を
使
い
、
具
体
的
に

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
る
帳
票

を
確
認
し
な
が
ら
研
修
を
進
め
た
。

効
率
的
な
保
健
事
業
は

焦
点
化
と
協
働
が
ポ
イ
ン
ト

　

重
要
な
指
標
を
栃
木
県
、
同
規
模
保
険

者
、
国
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
注
目

値
が
赤
字
や
緑
字
で
表
さ
れ
る
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ

ス
テ
ム
デ
ー
タ
。
デ
ー
タ
か
ら
健
康
問
題

等
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

数
字
だ
け
で
は
み
え
な
い
部
分
も
あ
る
。

例
え
ば
「
山
が
多
い
」「
団
地
が
多
い
」「
高

齢
者
が
多
い
」
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
背
景

が
違
う
た
め
、
ま
ず
は
地
域
の
背
景
を
よ

く
知
る
保
健
師
に
相
談
を
し
て
み
る
。
生

活
習
慣
の
背
景
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
形

で
発
病
す
る
の
か
、
即
ち
何
が
原
因
で
何

が
起
き
て
い
る
の
か
を
考
え
る
「
ア
セ
ス

メ
ン
ト
」
が
計
画
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

は
重
要
。
さ
ら
に
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い

く
と
数
多
く
の
問
題
と
原
因
が
出
て
く
る

が
、
無
理
な
目
標
設
定
は
せ
ず
、
で
き
る

範
囲
を
絞
る
「
焦
点
化
」
を
行
う
こ
と
で

効
率
的
な
保
健
事
業
が
展
開
で
き
る
。
な

お
、
計
画
は
事
務
方
・
保
健
師
・
栄
養
士

な
ど
が
「
協
働
」
し
て
策
定
し
、
そ
し
て

必
ず
次
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
評
価
」
を

実
施
し
て
欲
し
い
と
続
け
た
。

デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状
を
把
握
し

優
先
課
題
を
見
つ
け
る

　

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
事
業
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
事
業
を
見
直

す
だ
け
で
十
分
な
場
合
も
あ
り
、
現
在
行
っ

て
い
る
保
健
事
業
の
内
容
を
精
査
す
る
こ

と
で
計
画
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
る
と
説

明
を
加
え
た
。

　

限
ら
れ
た
人
数
や
時
間
の
中
で
、
効
率

的
に
保
健
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
の
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

聴
講
し
た
あ
と
は
、
演
習
を
実
施
。
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
る
帳
票
を
基

に
現
状
と
課
題
を
抽
出
し
、
目
的
・
目
標

を
設
定
す
る
ほ
か
、
明
確
な
分
析
を
行
う

た
め
の
必
要
な
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
注
目
す
る
デ
ー
タ
の
見
つ

け
方
や
課
題
の
捉
え
方
が
参
考
に
な
っ
た
。

職
場
に
戻
り
デ
ー
タ
の
再
確
認
を
し
た
い
」

「
協
働
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
、
今
後
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
に
役
立
つ
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ

た
。
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「
脳
の
混
乱
」
を
楽
し
む

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
体
験

平
成
27
年
度

健
康
づ
く
り
推
進
員
等
交
流
会

　

２
月
８
日
（
月
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
健
康
づ
く
り
推
進

員
等
交
流
会
」
を
開
催
し
、
身
近
な
地
域

の
中
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
に

従
事
し
て
い
る
方
１
１
８
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
で
初
め
て
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
の
定
期
講
座
を
開
講
し
て
い
る
シ
ナ

プ
ソ
ロ
ジ
ー
ア
ド
バ
ン
ス
認
定
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
井
上
益
慶
氏
が
「
脳
が
よ
ろ
こ

ぶ
！
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
―
今
話
題
の
シ

ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
で
、
若
返
る
脳
を
実
感
し

ま
せ
ん
か
？
―
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

　

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は
、「
２
つ
の
こ
と

を
同
時
に
行
う
」「
左
右
で
違
う
動
き
を
す

る
」
と
い
っ
た
普
段
慣
れ
な
い
動
き
で
脳
を

適
度
に
混
乱
さ
せ
、
さ
ら
に
効
果
的
な
刺

激
を
与
え
る
こ
と
で
、
脳
の
機
能
が
高
め

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
。
シ
ナ

プ
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
基
本
の
動
き
を
通
じ
て

視
覚
・
聴
覚
等
感
覚
器
へ
の
刺
激
や
記
憶
・

学
習
・
視
空
間
認
知
等
認
知
機
能
へ
の
刺

激
に
対
し
て
「
ス
パ
イ
ス
」
を
変
え
て
刺

激
を
与
え
続
け
る
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
続
け
る
こ
と
で
手
先

が
器
用
に
な
る
、
判
断
・
反
応
す
る
ス
ピ
ー

ド
が
あ
が
る
な
ど
の
効
果
が
出
る
と
の
こ

と
。
今
回
は
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
の
効
果
や

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
実
際
に

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
体
験
。
拳
に
し
た
右
手

で
右
腿
を
叩
き
、
平
手
に
し
た
左
手
で
左
腿

を
な
で
、
途
中
左
右
の
動
き
を
入
れ
替
え
、

次
は
腿
に
触
れ
ず
叩
く
動
作
を
行
う
…
な

ど
、
脳
が
慣
れ
る
前
に
複
数
回
ス
パ
イ
ス

ア
ッ
プ（
刺
激
を
変
え
る
）を
実
施
。
ま
た
、

「
話
す
こ
と
」
は
脳
に
対
し
最
も
刺
激
を
与

え
る
こ
と
か
ら
、
動
作
と
併
せ
て
声
を
出

す
。
参
加
者
は
ス
パ
イ
ス
ア
ッ
プ
の
た
び

に
覚
え
た
動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
い

こ
と
を
楽
し
み
、
会
場
は
終
始
笑
い
に
包

ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
各
地
区
の
地
域
活
動
の
情

報
交
換
を
実
施
。
活
発
な
意
見
が
飛
び
交

い
、
実
り
あ
る
交
流
会
と
な
っ
た
。

平
成
28
年
度
に
係
る
事
業
計
画
及
び

予
算
編
成
方
針
（
案
）
等
を
審
議

平
成
27
年
度
栃
木
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

　

２
月
17
日
（
水
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
理
事
会
」
を
開
催
。
平

成
28
年
度
本
会
事
業
計
画
・
予
算
編
成
方

針
（
案
）
や
平
成
27
年
度
一
般
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
補
正
及
び
規
則
の
一
部

改
正
等
審
議
し
、
27
議
案
す
べ
て
が
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

佐
藤
栄
一
理
事
長
（
宇
都
宮
市
長
）
は
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
平
成
30
年
度
か
ら
の
新

国
保
制
度
に
触
れ
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り

効
率
的
で
安
心
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
、

本
会
と
し
て
も
県
及
び
市
町
と
一
層
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。
な
お
、

今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
２

月
23
日
（
火
）
開
催
の
本
会
通
常
総
会
へ

上
程
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。（
２
頁

〜
６
頁　

平
成
27

年
度
栃
木
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連

合
会
通
常
総
会
参

照
）

第
三
者
行
為
に
係
る
保
険
者
等
事
務
の

取
り
組
み
強
化
を
図
る

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務

担
当
者
説
明
会

　

３
月
10
日
（
木
）、
本
会
９
階
会
議
室
に

お
い
て
「
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事

務
担
当
者
説
明
会
」
を
開
催
し
、
市
町
国

保
担
当
者
等
32
人
が
参
加
し
た
。

　

第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
に
よ
り
生
じ

た
保
険
給
付
が
増
加
す
る
な
か
、
国
保
法

に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
被
害
届
が
必
ず

し
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
よ
り
各
保
険
者
の
第
三
者
行

為
に
よ
る
被
害
に
係
る
求
償
事
務
の
取
り

組
み
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

説
明
会
で
は
、
第
三
者
求
償
の
現
状
と
課

題
及
び
強
化
す
る
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
。

本
会
に
お
い
て
も
、
専
門
職
員
の
活
用
や

国
保
中
央
会
作
成
の
標
準
的
な
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活

用
等
に
よ
り
、
一

層
の
体
制
強
化
と

求
償
事
務
の
底
上

げ
を
図
り
、
保
険

者
等
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
し

た
。
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桜
の
開
花
が
間
近
、
も
う
す
ぐ
新
し
い
年

度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
初
め
て
の
学
校
生

活
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
子
供
た
ち
、
自

立
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う
と
し
て
い

る
社
会
人
一
年
生
、
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
社

会
人
は
切
れ
目
の
な
い
職
業
生
活
の
中
で

の
一
年
ご
と
の
節
目
、
各
年
代
の
春
、
人

も
自
然
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。

　

ふ
と
、
そ
の
明
る
い
情
景
の
中
で
も
、
個

別
に
表
情
を
う
か
が
う
と
、
生
活
環
境
の

変
化
が
想
像
以
上
に
こ
こ
ろ
を
ザ
ワ
ザ
ワ

さ
せ
て
い
た
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
体

調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
り
、
わ
け
も
な
く

不
安
に
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
調

は
誰
に
で
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

木
の
芽
時
の
理
由
の
な
い
「
不
安
」
は
、

自
律
神
経
の
乱
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
が
多

い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

自
律
神
経
は
、
体
を
め
ぐ
る
た
く
さ
ん

の
神
経
の
中
で
も
っ
と
も
優
れ
も
の
と
い

え
ま
す
。
読
ん
で
字
の
如
く
、
自
ら
律
す

る
神
経
、
心
臓
を
休
み
な
く
動
か
し
て
い

る
の
も
そ
う
で
す
し
、
食
べ
物
が
胃
に
入

っ
た
ら
消
化
し
腸
で
吸
収
す
る
こ
と
な
ど
、

人
が
意
識
し
て
動
か
そ
う
と
し
な
く
て
も
、

自
律
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
維
持
の
働
き

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

自
律
神
経
失
調
症
と
い
う
と
、
神
経
症

の
分
類
に
入
り
ま
す
が
、
実
は
自
律
神
経

は
と
て
も
ナ
イ
ー
ブ
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

感
情
の
変
化
で
も
身
体
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
普
段
は
心
臓
の
あ
り
か
な
ど
意
識

し
た
こ
と
は
な
い
の
に
、
素
敵
な
人
に
出

遭
う
と
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
よ
ね
。

　

先
輩
に
叱
ら
れ
た
り
、
仲
間
と
意
見
が

食
い
違
っ
た
り
、
そ
ん
な
と
き
は
お
な
か

が
空
い
た
と
き
ぐ
ら
い
し
か
手
の
行
か
な

い
胃
の
あ
た
り
を
さ
す
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
ア
ク
セ
ン
ト
程
度
の
反
応
な
ら

い
い
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が
グ
イ
ッ
と

食
い
込
ん
だ
こ
こ
ろ
の
凹
み
が
元
に
戻
り

に
く
く
な
る
と
自
律
神
経
は
参
っ
て
し
ま

っ
て
、
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
食
欲
が
な
く

な
っ
た
り
、
は
て
は
意
欲
や
集
中
力
ま
で

落
ち
て
い
き
ま
す
。
自
律
神
経
を
安
定
さ

せ
る
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
は
本
来
気
持
ち
の
楽

な
時
に
自
然
に
生
ま
れ
る
状
態
で
す
が
、

そ
れ
を
意
図
的
に
作
り
出
す
「
自
律
訓
練

法
」
と
い
う
専
門
的
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
行
う
も
の
で
、
右
手
、
左
手
、

右
足
、
左
足
と
順
に
、
ま
ず
は
「
重
く
な

る
重
く
な
る
」
と
心
の
中
で
繰
り
返
し
、

一
巡
し
た
ら
「
温
か
く
な
る
温
か
く
な
る
」

季節の変わり目はこころザワザワ…季節の変わり目はこころザワザワ…

春のこころを健康に！リラックスの方法春のこころを健康に！リラックスの方法

健 康 だ よ り

栃木県国民健康保険団体連合会　衛生管理者　登坂　美子

と
繰
り
返
し
ま
す
。
正
式
に
は
自
己
暗
示

を
解
く
と
こ
ろ
ま
で
き
ち
ん
と
行
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
る
と
、「
重
く
な
る
」
と
か
「
温

か
く
な
る
」
と
い
う
の
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

に
よ
る
生
理
的
な
反
応
で
す
。
四
肢
の
筋

肉
を
緩
め
て
い
く
と
き
の
感
じ
、
こ
れ
こ

そ
が
「
重
く
な
る
」
と
い
う
感
覚
で
、
筋

肉
が
緩
む
と
当
然
血
液
循
環
が
よ
く
な
っ

て
指
先
ま
で
「
温
か
く
」
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
せ

ん
か
。
そ
う
、
た
と
え
ば
、
く
つ
ろ
ぎ
タ

イ
ム
に
ソ
フ
ァ
ー
で
自
然
の
ま
ま
に
、
四

肢
の
力
を
抜
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
重
く

な
る
」「
温
か
く
な
る
」
と
一
生
懸
命
頑
張

る
と
力
み
が
入
っ
て
逆
効
果
。
ダ
ラ
ー
ン

と
力
を
抜
い
て
「
な
ん
だ
か
重
た
い
っ
て

わ
か
ら
な
い
な
あ
」
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、

ふ
と
「
こ
れ
か
な
？
重
た
い
感
じ
っ
て
」
と

気
づ
き
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
し
め
た
も
の
！

温
か
さ
が
手
足
の
末
端
へ
、
こ
こ
ろ
の
隅
々

へ
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
意
図
的
に
四
肢
の
力
を
抜
く

こ
と
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
第
一
歩
。

　

専
門
家
や
正
式
な
方
法
に
こ
だ
わ
ら
な

く
て
も
、
自
分
な
り
の
簡
単
な
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
方
法
」
を
ゆ
っ
た
り
と
試

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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119

距　　離：13.62ｋｍ
所要時間：1時間26分（休憩・散策等含む）　　　消費カロリー：約180kcal（カステラ1切れ分）
○上記データは編集者が自転車にて走行したデータとなります。

参考データ

今回の散策情報

歩こう！歩こう！
あの道あの道

　今回は自転車が盛んな宇都宮市を、特産物のひ
とつとして知られる大谷石の建造物を探しなが
ら、市内の景観を楽しむサイクリングに出かけて
みました。日ごろ気にすることなく歩いている街
中ですが、実は随所に大谷石の建造物がありま
す。主なものとして「カトリック松が峰教会」や
「二荒山神社の石垣」、「東武鉄道南宇都宮駅」

などがありますが、カフェや食事処、美容室、花
屋、商店、橋など、探し始めるとあちこちに大谷
石が用いられていました。これからの季節、自転
車を利用し、ちょっと足を延ばして街中を散策し
てみませんか？ぜひ宇都宮の新たな魅力を発見し
てみてください！

宇都宮市の街中散策・自転車で
　　　大谷石建造物を探してみよう！

栃木県中央公園には旧商工
会議所の一部が移築・復元
されています

大谷石が用いられた素敵な
カフェなども随所にあります

二荒山神社正面石段の左右石垣
に大谷石が用いられています

○ＪＲ宇都宮駅西口駐輪場で自転車をレンタルしました。市内では他の駐輪場でも自転車がレンタルで
きます。レンタサイクル情報はHPを参照してください。
○市内の大谷石建造物は、宇都宮まちづくり推進機構発行の大谷石マップ「石の街うつのみや遺産と景
観」を参考に散策しました。詳しくは宇都宮まちづくり推進機構のHPを参照してください。

二荒山神社

旭町の大いちょう

宇都宮市役所

聖ヨハネ教会

清
住
通りの古いまちなみ

六道の古いまちなみ

文化会館入口

南宇
都宮
駅

東武
宇都
宮線

東
武
宇
都
宮
駅

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

宇
都
宮
駅

パセオ

カトリック松が峰教会

スタート

栃木県庁

県庁前通り

ユニオン通り オリオン通り
大通り

スタート・ゴール
JR宇都宮駅西口駐輪場 栃木県庁 清住通り 聖ヨハネ教会 桜通り 中央公園

南宇都宮駅 一向寺 もみじ通り 宇都宮市役所 カトリック松が峰教会 二荒山神社

JR宇都宮駅西口で自転車を
レンタルしました

JR宇都宮駅西口駐輪場

中央公園

鉄筋コンクリート造・大谷石張り
構法のカトリック松が峰教会

平成通り

水戸街道

桜
通
り

昭和通り

宇
都
宮
栃
木
線

富士
見通
り
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編 

集 

後 

記

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
１
年

間
無
事
に
機
関
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
歩
こ
う
！
あ
の
道
」
の
企
画
で
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
巡
っ
た
宇
都
宮
市
。
視
点
を

変
え
て
巡
っ
た
市
内
散
策
は
、
発
見
も
多

く
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
後
も
「
新
し
い
視
点
」
を
持
ち
、
よ
り

よ
い
機
関
誌
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。（
Ｔ
）
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国保連合会からのお知らせ

ことしも、メタボ健診をうけましょう！

のぼり旗（ミニのぼり旗）を
作製・配布しました

　特定健診受診率向上を目的とした啓発用ポスター
を作成し、県内の保険者等に配付いたしました。
　年１回の健康チェック！あなたと家族の笑顔のた
めに、特定健診を受診しましょう。
　特定健診受診について、国民健康保険加入者の方
につきましては、詳しくはお住まいの市や町の健診
担当窓口までお問い合わせください。

　本県の国保税納付促進及び特定健診受診率向上
を支援するため、被保険者への啓発用のぼり旗を
希望保険者に対し作製・配布しました。
【国 保 税】国保税の納付は口座振替が便利です
【特定健診】あなたのために、家族のために 
　　　　　　みんなで受けよう！　特定健診

長寿大国である日本は、
世界でも有数の介護大国でもあります。
介護が必要になる疾病の多くは、
メタボが原因。
あなたのために、家族のために、
メタボ健診をうけましょう ！

長寿大国である日本は、
世界でも有数の介護大国でもあります。
介護が必要になる疾病の多くは、
メタボが原因。
あなたのために、家族のために、
メタボ健診をうけましょう ！

栃木県市町国民健康保険・栃木県国民健康保険団体連合会栃木県市町国民健康保険・栃木県国民健康保険団体連合会

うけましょう！
メタボ健診メタボ健診を

メタボは健康人生の
イエローカード！

メタボ健診を受けて
警告をうけない
生活習慣を！

ことしも、 メタボ健診
は特定健診
のことです

メタボ健診
は特定健診
のことです
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